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 資料４  

肥料・飼料等専門調査会の審議事項について 

 
 食品安全基本法第２４条第１項において、食品安全委員会に意見を聴かなければ

ならない事項が定められており、肥料・飼料等専門調査会では肥料、飼料等及び動

物用医薬品（抗菌性物質、飼料添加物と共通の物質及び対象外物質に限る。）の食

品健康影響評価に関する事項について調査審議を行う。 

 

１ 食品安全基本法第２４条第１項 1 号の「食品衛生法第１１条第１項の規定に

基づき、食品の規格を定めようとするとき」 

［これまでの事例］  

○ 飼料添加物「タウリン」、「エトキシキン」についての食品中の残留基準の

設定（厚生労働省） 

○ 動物用医薬品（抗菌性物質）「オルビフロキサシン」についての食品中の残

留基準の設定（厚生労働省） 

       

２ 食品安全基本法第２４条第１項第３号の「肥料取締法第３条の規定により公

定規格を設定し、変更し、若しくは廃止しようとするとき」 

［これまでの事例］  

 ○ 普通肥料「熔成けい酸りん肥」の公定規格の変更（農林水産省） 

 

３ 食品安全基本法第２４条第１項第５号の「飼料の安全性の確保及び品質の改

善に関する法律第２条第３項の規定により飼料添加物を指定しようとすると

き、同法第３条第１項の規定により基準若しくは規格を設定し、改正し、若し

くは廃止しようとするとき」 

［これまでの事例］  

○ 「ギ酸カルシウム」、「タウリン」について新たに飼料添加物として指定す

ること並びに、規格及び基準等の設定（農林水産省）等 

   

４ 食品安全基本法第２４条１項８号の「薬事法第８３条第１項の規定により

読み替えて適用される同法第１４条第１項の規定による動物用医薬品等に

ついての承認するとき」、「薬事法第８３条第１項の規定により読み替えて適

用される同法第１４条の４第１項の規定による動物用医薬品等についての

再審査を行おうとするとき」 

［これまでの事例］  

○ 薬事法に基づく動物用医薬品「オルビフロキサシンを有効成分とする豚の

飲水添加剤」についての製造販売の承認 

 ○ 薬事法に基づく動物用医薬品「ノルフロキサシンを有効成分とする鶏及び

豚の経口投与剤」の再審査 
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５ 食品安全基本法第２４条第２項「関係各大臣は、前項ただし書の場合（関係

各大臣が第１１条第１項第３号＊に該当すると認めた場合に限る。）においては、

当該食品の安全性の確保に関する施策の策定の後相当の期間内に、その旨を委

員会に報告し、委員会の意見を聴かなければならない」による場合 

 

*：人の健康に悪影響が及ぶことを防止し、又は抑制するため緊急を要する場合で、あら

かじめ食品健康影響評価を行ういとまがないとき。 

 

［これまでの事例］  

○ 「サウロパス・アンドロジナス（いわゆるアマメシバ）」を大量長期に摂取

させることが可能な粉末、錠剤等の形態の加工食品として供されている物

についての販売を禁止すること（厚生労働省）等 

 

６ 食品安全基本法第２４条第３項「関係各大臣は、食品の安全性の確保に関す

る施策を策定するため必要があると認めるときは、委員会の意見を聴くことが

できる」による場合 

    

○ 飼料添加物として指定されている抗菌性物質が飼料添加物として飼料に添

加され家畜等に給与された場合に、選択される薬剤耐性菌について（農林

水産省） 

○ 既に承認されている動物用医薬品の主成分のうち飼料添加物として指定さ

れている抗菌性物質と同一又は同系統で薬剤耐性の交差が認められる抗菌

性物質が動物用医薬品として家畜等に投与された場合に、選択される薬剤

耐性菌について（農林水産省） 

 


